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は
じ
め
に

　

一
八
五
八（
安
政
五
）年
、「
安
政
の
五
カ
国
条
約
」の
締
結
に
よ
っ

て
、
外
国
人
の
居
住
区
域
は
神
奈
川
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
従
い

各
国
の
領
事
館
が
神
奈
川
に
お
か
れ
た
。
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年

に
来
日
し
た
、
Ｊ･

Ｃ･

ヘ
ボ
ン
（Jam
es Curtis H

epburn

）
等

宣
教
師
も
神
奈
川
に
居
を
構
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
幕
府
側
は
、
神

奈
川
が
東
海
道
の
宿
場
町
で
繁
盛
し
て
い
る
こ
と
、
江
戸
へ
と
向
か

う
街
道
上
の
重
要
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
こ
の
地
を
永
続
的
な

外
国
人
の
居
住
地
に
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
街
道

か
ら
離
れ
た
横
浜
村
を
開
港
場
に
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
幕
府
は

波
止
場
、
運
上
所
、
道
路
、
橋
を
造
成
し
、
日
本
人
居
住
地
、
外
国

人
居
留
地
を
整
備
し
た
。

　

一
八
五
九
年
七
月
一
日
（
安
政
六
年
六
月
二
日
）
の
開
港
時
の
段

階
で
は
、
ア
メ
リ
カ
公
使
Ｔ･

ハ
リ
ス
（T

ow
nsend H

arris

）
は

条
約
に
お
い
て
、
開
港
場
は
神
奈
川
と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
横
浜
の
居
留
地
に
移
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状

況
に
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
の
領
事
が
身
元
保
証
を
し
て
い
た
外

国
人
商
人
ク
ニ
フ
ラ
ー
（K

niffl
er

）
が
、
外
国
人
商
人
第
一
号
と

し
て
こ
の
開
港
場
に
事
務
所
を
開
業
し
た
⑴
。
商
館
を
中
心
と
し
た

商
取
引
が
開
始
さ
れ
、
外
国
商
人
が
開
港
場
に
出
店
す
る
と
、
イ
ギ

リ
ス
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
（Jardine, M

atheson 

&
 Co.

）
の
Ｗ･

ケ
ス
ウ
ィ
ッ
ク
（W

illiam
 K

esw
ick

）
や
ア
メ
リ

カ
の
ウ
ォ
ル
シ
ュ
商
会
（W

alsh, H
all &

 Co.

）
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ホ
ー

ル
（Gorge Rogers H

all

）
も
、
よ
り
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

〈
論　

文
〉横

浜
開
港
場
に
お
け
る
英
語
教
育

　
　
―
ヘ
ボ
ン
を
介
し
て
開
設
し
た
「
横
浜
英
学
所
」�

権
田
　
益
美
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ス
を
狙
っ
て
進
出
し
て
き
た
。

　

開
港
場
に
お
け
る
貿
易
形
態
に
つ
い
て
諸
外
国
は
、
自
由
貿
易
を

め
ざ
し
た
。
日
米
修
好
通
商
条
約
第
三
条
に
は
、「
其
居
留
場
の
周

囲
に
門
墻
（
か
き
）
を
設
け
ず
、
出
入
り
自
在
に
す
べ
し
」
と
あ
る
。

そ
の
後
、
締
結
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ

ア
と
の
通
商
条
約
で
も
同
様
の
条
文
が
見
ら
れ
る
。
諸
外
国
は
、
日

本
人
と
の
自
由
な
商
業
取
引
と
交
流
を
求
め
、
往
来
の
規
制
を
禁
止

す
る
条
項
を
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
開
港
直
後
か

ら
、
攘
夷
派
の
浪
士
に
よ
る
外
国
人
殺
傷
事
件
が
勃
発
し
た
。
そ
こ

で
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
十
月
、
外
国
奉
行
と
イ
ギ
リ
ス
公
使

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
（Rutherford A
lcock

）
は
、
攘
夷
派
浪
士
の
開

港
場
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
木
戸
（
関
門
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
協

議
し
た
。
関
門
は
外
国
人
保
護
を
目
的
と
す
る
施
設
と
し
て
開
港
場

周
辺
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

開
港
場
の
東
側
の
丘
か
ら
い
ま
だ
に
自
由
に
出
入
り
で
き
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
こ
が
、
警
備
の
弱
点
と
な
っ
て
い
た
。
幕
府
は
、
開
港

場
の
東
側
を
開
削
し
、
長
崎
の
出
島
の
よ
う
に
開
港
場
を
海
と
川
に

囲
ま
れ
た
地
域
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
⑵
。
関
門
は
翌
一
八
六
〇

（
万
延
元
）
年
に
完
成
し
た
。
こ
の
年
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
が
開

港
場
に
移
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
外
国
領
事
館
側
も
開
港
場
の
横

浜
を
外
国
人
居
留
地
と
し
て
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
幕
末
期
に
、
対
外
的
な
意
味
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ

る
横
浜
開
港
場
に
お
い
て
、
貿
易
の
要
と
な
る
税
関
業
務
を
担
う
運

上
所
に
ま
ず
着
目
し
た
。
諸
外
国
と
の
貿
易
に
お
い
て
、
幕
府
側
は

ト
ラ
ブ
ル
時
の
迅
速
な
対
応
を
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
こ
で
英
語
業
務
の

充
実
、
英
語
の
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
英
学
所
が
開
設
さ
れ

た
。
英
学
所
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を

担
当
、
教
師
と
し
て
活
躍
す
る
宣
教
師
の
ま
と
め
役
と
し
て
の
宣
教

師
ヘ
ボ
ン
の
役
割
は
大
き
い
。
幕
末
の
禁
教
下
に
お
い
て
日
本
の
近

代
化
に
貢
献
し
た
ヘ
ボ
ン
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　

第
一
節　

横
浜
英
学
所
―
開
設
経
緯
と
設
置
場
所

　

一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
「
安
政
五
ヵ
国
条
約
」
の
締
結
に
伴
い
、

幕
府
は
対
外
政
策
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
職
制
を
加
え
た
。
幕
府
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の
指
示
で
五
名
の
外
国
奉
行
が
任
命
さ
れ
た
。
開
国
の
準
備
は
外
国

奉
行
が
中
心
と
な
り
進
め
ら
れ
た
。
翌
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
、

横
浜
開
港
と
同
時
に
外
国
奉
行
は
神
奈
川
奉
行
兼
帯
を
命
ぜ
ら
れ
、

五
名
の
外
国
奉
行
の
う
ち
二
名
は
神
奈
川
に
交
替
で
勤
務
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
神
奈
川
奉
行
所
の
機
構
は
、
戸
部
役
所
・
運
上
所
・
神

奈
川
詰
の
三
ヵ
所
か
ら
な
る
。
そ
の
一
つ
運
上
所
の
創
設
は
、
日
本

に
お
け
る
税
関
業
務
の
開
始
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
運
上
所

で
は
、
港
を
出
入
り
す
る
船
舶
の
管
理
や
貿
易
、
関
税
関
係
事
務
を

中
心
に
、
外
交
関
係
の
実
務
的
側
面
が
担
わ
れ
た
。

　

片
務
的
領
事
裁
判
、
片
務
的
協
定
税
等
に
つ
い
て
は
、
条
約
国
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て

適
用
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
は
五
カ
国
に
対
し
て
半
植
民

地
的
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
不
平
等
な
商
取
引
の
改
善
に
向
け
た
一
つ
の
手
段
と
し

て
、
幕
府
は
英
語
の
で
き
る
役
人
の
育
成
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。

幕
府
は
対
外
政
策
に
対
応
し
う
る
外
国
語
（
特
に
英
語
）
の
習
得
が

必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。
そ
の
具
体
的
措
置
の
一
つ
が
、
外
国
と

の
交
易
の
フ
ロ
ン
ト
に
な
る
運
上
所
役
人
の
英
語
力
の
向
上
に
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
当
該
業
務
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
が
当
面
の
課
題
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
は
、
幕
府
の
依
頼

で
ヘ
ボ
ン
が
参
画
し
、
宣
教
師
等
が
英
語
教
育
を
行
な
う
機
関
が
、

「
運
上
所
官
舎
前
」
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
⑶
。

　

｢

申
七
月
十
八
日
於
対
馬
守
殿
御
宅
中
務
大
輔
殿
対
馬
守
殿
亜
国

ミ
ニ
ス
ト
ル
ハ
ル
リ
ス
江
御
対
話
書
⑷｣

に
は
、
一
八
六
〇（
万
延
元
）

年
の
英
学
所
設
置
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
対
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
話
し
合
い
は
、
老
中
安
藤
対
馬
守
（
信
正
）
宅
で
行
わ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
老
中
脇
坂
中
務
大
輔
（
安
宅
）、
安
藤
対
馬
守
、
ア
メ

リ
カ
公
使
Ｔ･

ハ
リ
ス
の
三
者
が
登
場
し
て
い
る
。
Ｔ･

ハ
リ
ス
が
日

本
人
青
年
に
対
し
て
英
語
伝
習
へ
の
積
極
的
姿
勢
を
み
せ
、
日
本
側

も
受
け
入
れ
の
方
向
で
検
討
を
は
じ
め
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

伝
習
所
の
場
所
は
神
奈
川
、
伝
習
予
定
者
に
つ
い
て
は
「
米
医
両
人

神
奈
川
ニ
罷
在
候
、
右
両
人
居
宅
最
寄
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
伝
習
方
両

人
よ
り
指
授
可
仕
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
神
奈
川
に
滞
在
す
る
二

人
と
は
、
ヘ
ボ
ン
と
Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
（Sam

uel R. Brow
n

）
を
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指
す
⑸
。
こ
の
三
者
会
談
で
は
、
ハ
リ
ス
が
「
医
師
二
人
」
と
紹
介

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ボ
ン
は
医
療
活
動
を
行
っ
て
い
た

が
、
Ｓ･
Ｒ･
ブ
ラ
ウ
ン
は
医
師
で
は
な
か
っ
た
。
Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン

は
、
一
八
三
九
（
天
保
十
）
年
に
は
、
マ
カ
オ
に
て
モ
リ
ソ
ン
記
念

学
校
の
校
長
を
務
め
る
等
教
育
に
関
し
て
専
門
性
の
高
い
人
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
十
一
月
に
来
日
、
ヘ

ボ
ン
と
同
じ
く
神
奈
川
に
居
を
構
え
た
宣
教
師
で
あ
る
。お
そ
ら
く
、

禁
教
令
下
の
日
本
の
状
況
を
慮
っ
て
、「
二
人
の
医
師
」
と
言
う
表

現
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
⑹
。

　
『
横
浜
沿
革
誌
』
の
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
の
記
述
を
み
る
と
、

｢

運
上
所
前
官
舎
ニ
英
学
校
ヲ
開
校
シ
…
⑺｣

と
あ
る
。
こ
の
記
述

よ
り
、
こ
の
年
に
は
、
運
上
所
前
に
英
学
所
⑻
が
設
置
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
運
上
所
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、一
八
六
五（
慶

応
元
）
年
に
普
請
役
の
市
村
貫
吉
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

「
御
役
所
其
外
地
割
絵
図
⑼｣

を
見
る
と
、
現
在
の
神
奈
川
県
庁
（
横

浜
市
中
区
）
の
地
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
絵
図
に
よ

り
、
運
上
所
前
に
英
学
所
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
絵
図
に

は｢

元
外
国
方
調
役
御
役
宅
当
時
英
学
所｣

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
現

在
の
横
浜
地
方
裁
判
所
の
あ
た
り
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
も
、
一

八
六
五
（
慶
応
元
）
年
の
時
点
で
は
、
運
上
所
前
に
英
学
所
が
設
置

さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
⑽
。

　

翌
年
の
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
に
通
称
「
豚
屋
火
事
」
が
発
生

し
、開
港
以
来
発
展
し
て
き
た
横
浜
の
地
の
多
く
は
焦
土
と
化
し
た
。

こ
の
火
事
で
英
学
所
も
焼
失
し
た
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
は

運
上
所
の
あ
っ
た
土
地
の
向
か
い
に
石
造
二
階
建
の
新
庁
舎
が
建
設

さ
れ
、「
横
浜
役
所
」
が
開
設
さ
れ
た
。
運
上
所
の
主
な
職
務
は
、

「
横
浜
役
所
」
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

通
称
「
豚
屋
火
事
」
の
発
生
以
降
に
、
英
学
所
は
弁
天
社
隣
に
設

置
さ
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
⑾
。
一
川
芳
員
に
よ
る
「
横
浜
明
細

図
⑿｣

に
も
弁
天
地
区
に
「
語
学
所
」
と
表
記
さ
れ
た
場
所
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
地
図
上
の
表
記
は
「
語
学
所
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
「
英
学
所
」
が
移
転
し
名
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る

か
、
ま
た
幕
府
が
新
た
に
設
置
し
た
「
仏
学
所
」
を
「
語
学
所
」
と

考
え
る
か
、
諸
説
に
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
⒀
。
ま
た
英
学
所
の
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閉
鎖
時
期
⒁
に
つ
い
て
も
移
転
の
有
無
に
伴
い
、
そ
の
時
期
が
異

な
っ
て
お
り
定
か
で
な
い
。

　

第
二
節　

横
浜
英
学
所
の
運
営
と
ヘ
ボ
ン
の
か
か
わ
り

�

―
担
当
教
師
の
活
躍　
　

　

英
学
所
開
校
当
時
の
教
師
は
、『
横
浜
沿
革
誌
』
に
よ
る
と
、「
ブ

ラ
ウ
ヲ
ン
並
神
奈
川
奉
行
手
附
翻
訳
方
石
橋
助
十
郎
、
太
田
源
三
郎

等
を
教
師
と
し
…
⒂｣

と
あ
る
。
こ
こ
で
の
ブ
ラ
ウ
ヲ
ン
は
前
出
の

Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
第
一
節
で
は
、
Ｔ･

ハ
リ

ス
が
Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
を
宣
教
師
と
し
て
で
は
な
く
、
医
者
と
し
て

幕
府
に
紹
介
し
た
と
記
し
た
。
来
日
時
に
は
、
医
療
宣
教
を
中
心
に

展
開
し
た
ヘ
ボ
ン
で
あ
る
が
、英
学
所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、前
述

の
よ
う
に
英
語
教
育
に
つ
い
て
知
識
、
経
験
と
も
に
豊
富
な
Ｓ･
Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
と
協
力
し
て
運
営
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

日
本
人
教
師
の
一
人
太
田
源
三
郎
は
長
崎
唐
通
事
で
あ
っ
た
。
唐

通
事
の
仕
事
は
、
中
国
語
の
通
訳
・
翻
訳
は
勿
論
、
唐
船
の
来
航
・

貿
易
の
業
務
、
在
留
唐
人
の
取
締
り
等
に
も
携
わ
り
頻
繁
に
交
替
す

る
長
崎
奉
行
の
外
交
・
通
商
上
の
諮
問
を
う
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
⒃
。

通
事
の
中
で
も
指
導
的
立
場
に
あ
る
鄭
幹
輔
は
英
語
の
必
要
性
を
提

唱
し
て
お
り
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
一
月
游
龍
彦
三
郎
、
彭
城

大
次
郎
、
太
田
源
三
郎
、
何
礼
之
助
、
平
井
義
十
郎
ら
を
率
い
て
ア

メ
リ
カ
船
に
赴
い
た
⒄
。
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
医
マ
ッ
ク
ゴ
ー
ア
ン

（D
aniel Jerom

e M
acgow

an

）
に
指
導
を
受
け
る
た
め
で
あ
っ

た
。
マ
ッ
ク
ゴ
ー
ア
ン
は
中
国
語
に
良
く
通
じ
て
お
り
、
生
徒
に
は

中
国
語
を
媒
介
に
英
語
を
教
え
た
。
わ
ず
か
数
週
間
で
は
あ
っ
た
が

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
発
音
や
ス
ペ
ル
を
中
心
に
指
導
し
た
⒅
。
マ
ッ

ク
ゴ
ー
ア
ン
は
す
ぐ
に
長
崎
を
発
っ
た
の
で
、
太
田
は
そ
の
後
出
島

滞
在
中
の
ア
メ
リ
カ
人
ワ
ル
シ
（R.J.W

alsh

）
か
ら
英
語
を
学
ん

だ
⒆
。

　

英
語
の
力
を
つ
け
た
太
田
は
、
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
に
神
奈

川
詰
を
命
じ
ら
れ
、
外
交
交
渉
に
従
事
し
た
⒇
。
同
年
、
太
田
は
定

役
並
通
弁
御
用
と
し
て
遣
欧
使
節 

（
箕
作
秋
坪
、
松
木
弘
庵
等
）
に

随
行
、
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
（K

ing’s College

）

病
院
で
は
通
訳
を
お
こ
な
っ
た
�
。
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帰
国
後
、
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
、
太
田
は
英
学
所
教
師
と

し
て
迎
え
ら
れ
た
。
翌
一
八
六
三
年
に
神
奈
川
奉
行
支
配
定
役
格
に

な
っ
た
。
太
田
の
役
宅
の
庭
に
高
橋
是
清
が
家
を
建
て
住
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
同
じ
敷
地
内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
太
田
と
高
橋
の
親
交

が
窺
え
る
�
。
太
田
は
一
八
六
七（
慶
応
三
）年
に
は
翻
訳
方
と
な
っ

た
�
。

　

も
う
一
人
の
日
本
人
教
師
石
橋
助
十
郎
（
後
に
政
方
と
名
乗
る
）

は
、
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
英
学
所
の
教
師
に
任
命
さ
れ
た
。

長
崎
出
身
の
石
橋
助
十
郎
は
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
し
て
代
々
仕
え
る

石
橋
家
に
、
生
ま
れ
た
。
長
崎
で
は
、
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年
に

は
稽
古
通
詞
、
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
に
は
小
通
詞
末
席
と
し
て

活
躍
し
た
。
石
橋
は
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
職

務
の
か
た
わ
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
水
兵
や
米
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
付
牧
師

ウ
ッ
ド
（H

enry W
ood

）
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
。
ウ
ッ
ド
に
よ
る

学
習
期
間
は
約
二
ヶ
月
、
そ
の
授
業
内
容
は
、
文
字
の
発
音
、
綴
字

法
、
単
語
、
読
み
方
、
文
法
、
作
文
な
ど
の
ほ
か
に
、
数
学
、
天
文
、

地
理
、
歴
史
、
物
理
学
を
英
語
で
学
習
す
る
よ
う
組
ま
れ
て
い
た
�
。

石
橋
は
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
神
奈
川
詰
を
命
じ
ら
れ
、
神
奈
川

奉
行
支
配
と
し
て
外
交
交
渉
・
翻
訳
に
従
事
し
た
。
英
学
所
教
師
へ

の
採
用
は
、
彼
の
英
語
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
八
六
一
（
万
延

二
）
年
に
英
単
語
・
会
話
書
『
英
語
箋
』
を
著
し
て
い
る
こ
と
も
要

件
に
な
っ
た
�
。

　

石
橋
は
英
学
所
教
師
歴
任
後
、
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
に
御
勘

定
格
通
弁
御
用
頭
取
に
就
任
し
た
。
そ
の
英
語
力
は
評
判
と
な
り
、

若
者
た
ち
が
英
語
を
学
び
に
や
っ
て
き
た
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
の
六
月
と
十
月
に
、
金
沢
藩
士
が
そ
れ
ぞ
れ
九
名
ず
つ
計
十
八
名

入
塾
し
、
十
二
月
に
は
上
田
藩
よ
り
一
名
が
加
わ
っ
た
�
。

　

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
誕
生
し
た
新
政
府
に
お
い
て
、
外
国

官
一
等
訳
官
、
外
務
大
訳
官
、
同
権
少
丞
、
同
大
書
記
官
を
歴
任
し
、

一
八
九
三 

（
明
治
二
六
）
年
に
辞
職
す
る
ま
で
、
外
務
省
官
吏
と
し

て
活
躍
し
た
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
石
橋
は
ロ
ン
ド
ン
で
、

A
n E

nglish-Japanese D
ictionary of the Spoken L

anguage

を
、
Ｅ･
Ｍ･
サ
ト
ウ
（Ernest M

ason　

Satow

）
と
共
編
で
発
刊

し
て
い
る
�
。
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ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
（Low

rie

）
宛
の
書
簡
を
み
る
と
、

英
学
所
に
つ
い
て
の
記
述
も
多
数
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ヘ
ボ
ン
は
英

学
所
に
つ
い
て
、｢

わ
た
し
ど
も
が
組
織
し
た
ば
か
り
の
学
校
�｣

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
ま
さ
に
英
学
所
と
ヘ
ボ
ン
の
関
係
を

鮮
明
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

英
学
所
が
開
設
し
て
二
年
経
っ
た
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
に
は

ク
ラ
ス
は
三
ク
ラ
ス
、
生
徒
数
は
二
十
五
名
を
数
え
た
。
Ｓ･

Ｒ･

ブ

ラ
ウ
ン
は
開
設
当
初
か
ら
授
業
を
担
当
し
、
一
八
六
四
年
の
段
階
で

は
文
法
の
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
た
。
宣
教
師
は
毎
日
一
時
間
ず
つ

授
業
を
担
当
し
た
。
Ｊ･

Ｈ･

バ
ラ
（Jam

es H
am

ilton Ballagh

）

は
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
初
級
ク
ラ
ス
）
を
、Ｄ･

タ
ム
ソ
ン（D

avid T
hom

pson

）

は
算
術
を
教
え
て
い
た
。
そ
の
段
階
で
は
、
ヘ
ボ
ン
は
「
教
授
陣
は

充
実
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
直
接
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
�
。

　

そ
の
翌
年
の
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
三
月
に
、
Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ

ン
が
長
崎
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
ヘ
ボ
ン
が
毎
朝
一
時

間
英
語
を
教
え
た
�
。
ヘ
ボ
ン
の
書
簡
で
は
、
そ
の
時
の
生
徒
は
運

上
所
の
通
訳
や
政
府
の
役
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
英
語
の
教
科
書
を
通

し
て
聖
書
の
真
理
を
学
ぶ
機
会
も
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
�
。
そ

の
意
味
で
は
、
禁
教
下
と
い
え
、
英
語
学
習
を
通
じ
て
政
府
の
役
人

た
ち
ま
で
が
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
ふ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
え

る
。
一
八
六
五
年
の
段
階
に
な
る
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
充
実
し
、

英
語
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
タ
ム
ソ
ン
が
担
当
し
て
い
た
授
業
は
算

術
と
求
積
法
を
終
え
、
代
数
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
彼
ら
は
教
育

に
情
熱
を
傾
け
た
。
し
か
し
、
英
学
所
で
は
基
本
的
に
は
奉
仕
で
あ

り
幕
府
か
ら
は
教
師
の
奉
仕
に
敬
意
を
表
し
て
、
数
回
謝
金
が
出
た

程
度
で
あ
っ
た
�
。

　

同
年
六
月
に
は
、
英
学
所
の
ク
ラ
ス
は
五
ク
ラ
ス
に
増
設
さ
れ
、

生
徒
数
は
四
十
名
を
数
え
た
。
再
び
ヘ
ボ
ン
は
教
壇
に
立
ち
、
地
理

を
担
当
し
た
�
。
英
学
所
の
授
業
は
一
層
充
実
し
、
英
語
を
使
っ
て

地
理
や
数
学
を
教
え
る
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
み
た
。
当
時

の
運
上
所
の
業
務
を
鑑
み
る
と
、
外
国
と
の
交
渉
に
お
い
て
、
英
語

を
使
っ
て
地
理
や
数
学
の
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
の
秋
に
は
、
ヘ
ボ
ン
夫
人



― 23 ―

の
ク
ラ
ラ
も
英
学
所
の
教
壇
に
た
つ
機
会
を
得
た
�
。
当
時
の
日
本

で
は
女
性
が
教
壇
に
立
つ
こ
と
は
前
例
が
な
か
っ
た
。
彼
女
の
登
壇

は
、
ア
メ
リ
カ
で
教
師
経
験
が
あ
り
、
そ
の
実
績
が
か
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
節　

教
科
書 C

olloquial Japanese

�
―
教
科
書
は
教
師
の
手
づ
く
り　
　

　

英
学
所
で
の
教
科
書
に
は
、
Ｓ･
Ｒ･
ブ
ラ
ウ
ン
が
ま
と
め
た

『
会
話
日
本
語
』（C

olloquial Japanese,or C
onversational 

Sentences and D
ialogues in　

E
nglish and Japanese, 

together w
ith A

n E
nglish-Japanese Index to serve as a 

V
ocabulary, and A

n Introduction on the G
ram

m
atical 

Structure of the L
anguage. Shanghai, Presbyterian 

M
ission Press, 1863. 

本
稿
で
は
、
以
下 Colloquial Japanese

と
称
す
�
）
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
教
科
書
の
内
容
を
整
理
し
て
み

る
と
、
序
文
、
日
本
語
の
音
声
と
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
表
記
、
文
法
の

説
明
、
英
日
対
訳
に
よ
る
会
話
文
、
対
話
文
、
補
足
説
明
、
索
引
の

項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
会
話
文
は
、
百
七
十
二
頁

に
も
及
ぶ
。

　

ま
ず
、対
話
文
の
中
か
ら
、例
を
あ
げ
る
�
。
英
語
の
短
文
を
表
記
、

続
い
て
ロ
ー
マ
字
で
、
日
本
語
の
発
音
を
示
し
、
次
に
カ
タ
カ
ナ
表

記
を
提
示
し
て
い
る
。

Y
ou are w

elcom
e here.

K
ore w

a yoku oide nasaim
ash’ ta.

コ
レ　

ハ　

ヨ
ク
オ
イ
デ
ナ
サ
イ
マ
シ
タ

　

会
話
形
式
で
表
記
さ
れ
て
い
る
対
話
文 

（D
ialogues

）
Ⅰ
～
Ⅶ

は
、
横
浜
の
居
留
地
貿
易
の
実
態
を
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る

点
が
特
に
興
味
深
い
。
例
を
あ
げ
る
と
、
Ⅰ
～
Ⅳ
は
、
日
本
人

（native

）
と
外
国
人
（foreigner

）
が
商
談
を
繰
り
広
げ
る
展
開
、

Ⅴ
は
、
主
人
（M

aster

）
と
奉
公
人
（Servant

）
の
会
話
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
当
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
事
項
が
事
例
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
Ⅰ
で
は
「
茶
を
買
う
」、
Ⅱ
で
は
「
絹
商

人
と
外
国
人
」、
Ⅲ
で
は
「
外
国
へ
の
船
積
み
」、
Ⅳ
で
は
「
絹
を
買

う
」、
Ⅴ
で
は
、「
主
人
と
奉
公
人
」、
Ⅵ
で
は「
両
替
」、
Ⅶ
で
は「
漆
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器
を
買
う
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
英
語
の
実
践
的
教
育
を
主
眼
に
し
た
テ
キ
ス

ト
で
あ
り
、
実
践
的
指
導
に
基
づ
く
教
授
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

対
話
Ⅲ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
緑
茶
の
ア
メ
リ
カ
輸
出
ま
で
に

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
税
を
意
味
す
る
運
上

（export duty

）、
売
買
の
仲
介
を
し
た
際
の
手
数
料
で
あ
る
口
銭

（com
m

ission

）、
倉
庫
に
商
品
を
保
管
す
る
料
金
と
し
て
倉
敷

（storage

）、
荷
を
運
ぶ
業
者
に
支
払
わ
れ
る
軽
子
賃
（coolie

）、

荷
を
船
に
て
運
搬
す
る
際
か
か
る
船
賃
（boat hire

）
と
い
う
当
時

の
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
段
階
的
な
商
取
引
に

つ
い
て
の
知
識
の
積
み
上
げ
を
意
識
し
た
教
授
法
で
あ
っ
た
�
。

　

Colloquial Japanese 

に
関
し
て
中
川
は
、
そ
の
論
稿
の
中
で
対

話
文
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
が
会
話
の
参
考
に
し
た
日
本
人
の
層
に
つ
い
て
、「
全

体
的
に
、
丁
寧
な
日
本
語
が
多
い
の
が
印
象
的
で
、
あ
る
程
度
の
身

分
の
高
い
人
達
の
日
本
語
を
観
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

う
�
」
と
。
英
学
所
の
教
科
書
と
し
て
は
、
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
客
を

相
手
に
展
開
す
る
会
話
文
を
身
に
つ
け
る
上
で
、
ふ
さ
わ
し
い
内
容

で
あ
っ
た
。

　

む
す
び

　

本
稿
で
は
、
日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
英
学
所
の
機
能
と
役
割
を

考
察
す
る
た
め
に
、
英
学
所
の
設
置
、
英
学
所
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構

成
等
々
を
論
述
し
た
。
そ
の
背
後
で
は
、
英
学
所
で
ど
の
よ
う
な
人

物
が
学
び
、
そ
こ
で
受
け
た
英
語
教
育
を
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
活

か
し
社
会
貢
献
を
果
た
し
た
か
が
課
題
に
な
っ
た
。
問
題
意
識
を
前

提
に
、
後
に
金
沢
藩
学
問
所
の
壮
猶
館
の
翻
訳
方
、
東
京
大
学
医
学

部
の
初
代
医
学
部
長
を
歴
任
し
た
三
宅
秀
を
通
じ
て
、
英
学
所
の
位

置
づ
け
を
「
む
す
び
」
と
す
る
。

　

三
宅
家
は
秀
の
曽
祖
父
の
代
よ
り
医
者
で
あ
っ
た
。
秀
の
父
、
三

宅
艮
斎
（
以
下
艮
斎
と
称
す
）
は
、
肥
前
国
（
現
在
の
長
崎
県
）
南

高
来
郡
北
有
村
の
生
ま
れ
、
一
八
三
〇
（
天
保
元
）
年
よ
り
長
崎
で

医
学
を
学
び
、
楢
原
栄
建
に
入
門
し
、
主
に
外
科
を
修
め
た
。
楢
原

栄
建
は
、
文
政
年
間
に
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
（Philipp Franz 
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Balthasar von Siebold

）
に
師
事
し
、
当
時
は
蘭
方
医
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
。
長
崎
か
ら
帰
る
と
艮
斎
は
、
江
戸
、
の
ち
に
下
総
国

（
現
在
の
千
葉
県
）
銚
子
で
開
業
、
一
八
四
四
（
弘
化
元
）
年
に
は
、

佐
倉
藩
医
と
な
る
。
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年
に
は
、
再
び
江
戸
に

て
開
業
、
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
に
は
、
江
戸
お
玉
が
池
種
痘
所

の
設
立
に
尽
力
し
た
。

　

秀
は
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年
、
本
所
縁
町
に
生
ま
れ
た
。
こ
の

時
既
に
艮
斎
夫
妻
は
、
佐
藤
泰
然
の
三
男
を
養
嗣
子
と
し
て
入
籍
し

て
い
た
�
。
改
め
て
長
男
が
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
幼
名
を
復
一
、
の

ち
に
秀
と
改
め
た
。
一
八
五
九
年
七
月
一
日（
安
政
六
年
六
月
二
日
）

に
開
港
し
た
横
浜
に
、
艮
斎
が
秀
を
連
れ
て
い
っ
た
と
い
う
話
が
三

宅
家
に
は
残
っ
て
い
る
�
。
艮
斎
は
横
浜
に
出
向
く
こ
と
に
よ
り
秀

が
西
洋
と
い
う
も
の
を
、
身
近
に
考
え
体
験
す
る
き
っ
か
け
を
与
え

た
。
そ
の
後
、
艮
斎
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
こ
そ
、
西
洋
医
学
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
、
秀
を
十
三
歳
の
時
か
ら
小
石
川
の
高
島
秋
帆
の

塾
に
い
れ
、
英
語
を
学
ば
せ
た
。
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
は
、

秀
は
退
塾
し
、
立
石
斧
次
郎
の
下
で
英
学
を
学
ん
だ
。
立
石
は
の
ち

に
長
野
桂
次
郎
と
名
乗
る
が
、
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
遣
米
使
節

の
一
行
に
無
給
見
習
通
詞
と
し
て
参
加
し
、
ト
ミ
ー
の
愛
称
で
ア
メ

リ
カ
人
と
交
流
を
深
め
た
人
物
で
あ
る
�
。

　

秀
自
身
十
六
歳
の
時
、
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
に
艮
斎
の
友
人

で
あ
る
外
国
方
組
頭
の
田
辺
太
一
の
従
僕
と
し
て
、
第
二
回
遣
欧
使

節
団
の
随
員
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
医
学
校
や
病
院
を
見
学
し

て
い
る
。
秀
は
帰
国
後
、
自
宅
に
て
艮
斎
か
ら
医
学
を
学
ぶ
機
会
を

得
た
。

　

一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
三
月
、
秀
は
横
浜
に
て
英
学
所
に
入
り
、

ヘ
ボ
ン
に
学
ん
だ
。
そ
の
紹
介
者
は
、
佐
藤
泰
然
と
も
、
田
辺
太
一

と
も
い
わ
れ
て
い
る
�
。
前
述
の
よ
う
に
、
秀
が
英
学
所
に
は
い
っ

た
頃
は
、
学
生
は
、
成
年
男
子
が
多
く
、
運
上
所
の
通
訳
と
か
政
府

の
役
人
が
主
で
あ
っ
た
。
秀
は
、
縁
故
を
頼
り
入
学
を
果
た
し
た
わ

け
で
あ
る
が
、
当
時
十
八
歳
で
あ
り
、
運
上
所
で
の
実
務
経
験
も
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
秀
の
語
学
力
は
評
価
さ
れ
、
ク
ラ
ス
分
け
の

際
は
、最
上
級
の
ク
ラ
ス
に
入
っ
た
。
彼
の
後
の
進
路
は
別
に
し
て
、

英
学
所
の
同
じ
ク
ラ
ス
に
は
、
の
ち
の
植
物
学
者
、
東
京
大
学
教
授
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と
な
る
矢
田
部
良
吉
や
戊
辰
戦
争
で
五
稜
郭
に
た
て
こ
も
っ
た
大
鳥

圭
介
が
い
た
。
大
鳥
は
、
降
伏
後
投
獄
さ
れ
る
も
、
明
治
期
に
は
そ

の
英
語
力
が
認
め
ら
れ
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
運
上
所
の
定
役

を
務
め
た
古
屋
作
左
衛
門
も
同
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
古
屋
は
後
に
戊

辰
戦
争
に
参
戦
し
戦
死
し
た
。
別
の
ク
ラ
ス
で
は
星
亨
が
学
ん
で
い

た
。
星
亨
は
、
後
に
税
関
長
、
英
国
留
学
後
は
、
司
法
省
付
属
代
言

人
（
後
の
弁
護
士
）
第
一
号
と
な
り
、
議
員
と
し
て
も
活
躍
す
る
人

物
で
あ
る
。

　

秀
は
、
医
者
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
の
で
、
ヘ
ボ
ン
か
ら

医
学
を
学
ぼ
う
と
し
た
。
し
か
し
ヘ
ボ
ン
は
当
時
主
に
眼
科
を
中
心

に
診
察
し
て
い
た
。
そ
こ
で
秀
は
内
科
学
、
外
科
学
を
学
ぶ
た
め
、

元
海
軍
軍
医
で
、
横
浜
居
留
地
で
開
業
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
医
師

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル･

Ｍ･

ヴ
ィ
ド
ル
（A

lexander M
. V

edder
）
の

下
で
約
二
年
研
鑽
を
積
む
こ
と
と
な
っ
た
�
。
秀
は
、
一
八
六
七（
慶

応
三
）
年
に
は
、
九
月
よ
り
金
沢
藩
か
ら
召
し
出
さ
れ
、
壮
猶
館
の

翻
訳
方
と
な
っ
た
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
な
る
と
、
藩
校
の

組
織
改
革
が
な
さ
れ
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
英
学
所
の
到
遠
館
で
、

教
鞭
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
は
、
太
政

官
よ
り
大
学
（
後
の
東
京
大
学
医
学
部
）
へ
出
仕
の
命
が
下
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
、秀
の
医
学
へ
の
新
し
い
道
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

秀
は
佐
藤
泰
然
の
養
女
さ
だ
（
松
本
良
順
の
姉
）
と
、
泰
然
の
養

嗣
子
で
あ
る
尚
中
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
、
藤
と
結
婚
し
た
。
佐
藤
泰

然
を
中
心
に
形
成
さ
れ
、
主
に
婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
発
展
を

遂
げ
る
集
団
、
特
に
同
族
意
識
を
重
ん
じ
る
組
織
の
一
員
と
な
っ
た

訳
で
あ
る
。
佐
藤
一
族
は
、
日
本
の
医
学
、
陸
軍
、
官
庁
に
も
勢
力

を
延
ば
し
て
い
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ヘ
ボ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
日

本
の
中
心
を
成
し
う
る
一
族
と
親
し
く
交
際
し
、
多
く
の
教
え
子
を

持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ヘ
ボ
ン
は
、
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
の
書
簡
の
中
で
、
英
学
所

に
つ
い
て
は
「
わ
た
し
ど
も
は
む
し
ろ
そ
れ
が
将
来
、
日
本
人
に
西

洋
の
知
識
と
諸
科
学
と
を
教
授
し
得
る
有
力
な
学
園
の
起
源
と
な
る

よ
う
に
望
ん
で
い
る
の
で
す
�｣

と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
英
学
所

に
英
語
・
代
数
・
地
理
な
ど
の
科
目
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

運
上
所
の
事
務
処
理
が
迅
速
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
カ
リ
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キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
は
外
国
人
と
の
応
対
を
円
滑
に
す
す
め
る
た
め
の

必
要
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ヘ
ボ
ン
は
、
こ
の
機
関
を
単
な
る
通
訳
養
成
学
校
に
し
よ
う
と
考

え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
近
代
的
西
洋
学
術
を
教
授
す
る
学
校
に
し

よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
八
六
五（
慶
応
元
）

年
、
秀
と
共
に
学
ん
だ
人
物
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
わ
か
る
。
運
上
所
関

係
者
の
人
材
育
成
機
関
と
し
て
発
足
し
た
英
学
所
が
、
こ
の
時
点
で

は
既
に
そ
の
役
割
を
拡
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
学
ぶ
側
の
英
語
習
得

の
目
的
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
幕
末
か

ら
明
治
期
に
か
け
て
英
語
を
活
か
し
て
活
躍
し
た
場
を
見
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
。
英
語
力
を
認
め
ら
れ
政
府
の
役
人
に
な
る
者
、
明
治
新

政
府
と
は
対
極
に
身
を
置
き
、
戦
い
に
赴
く
者
、
学
者
と
し
て
名
を

成
す
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　

ヘ
ボ
ン
を
は
じ
め
、
教
え
る
側
の
宣
教
師
に
も
、
ま
ず
日
本
人
に

信
頼
を
勝
ち
得
る
た
め
の
知
識
が
必
要
で
あ
っ
た
。
禁
教
下
と
い
え

ど
も
英
語
教
育
を
進
め
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
き
っ
か
け

を
掴
も
う
と
努
力
し
た
。
欧
米
の
文
化
を
受
容
し
よ
う
と
す
る
日
本

人
に
対
し
て
、
注
意
深
く
、
あ
る
時
は
積
極
的
に
正
し
い
日
本
理
解

に
努
め
た
ヘ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
三
宅
秀
を
は
じ
め
と

す
る
、「
日
本
の
近
代
化
」を
担
う
人
脈
と
も
、英
学
所
の
運
営
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
繋
が
り
を
み
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
注
）

⑴ 　

斎
藤
多
喜
夫
「
横
浜
開
港
時
の
貿
易
事
情
」（
横
浜
開
港
資
料

館
編
集
・
発
行 

『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
第
十
七
号
）
一
九
九

九
年
、
一
一
頁
。

⑵ 　

｢

ヘ
ボ
ン
の
Ｗ･

ラ
ウ
リ
ー
宛
書
簡
（
一
八
六
〇
年
六
月
五
日

付
）」（
岡
部
一
興
編
、
高
谷
道
男
・
有
地
美
子
訳
『
ヘ
ボ
ン
在
日

書
簡
全
集
』
教
文
館
、
所
収
）
二
〇
〇
九
年
、
五
三
頁
。
ヘ
ボ
ン

は
、
堀
割
を
作
る
の
は
明
ら
か
に
長
崎
の
「
出
島
」
と
同
じ
方
式

で
あ
り
、
日
本
人
と
外
国
人
の
あ
ら
ゆ
る
交
流
や
貿
易
を
監
視
す

る
意
図
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

⑶ 　

茂
住
實
男
「
横
浜
英
学
所
（
中
）」（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
大

倉
山
論
集
』
第
三
十
輯
）
一
九
九
一
年
、
六
六
頁
。
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⑷ 　

通
信
全
覧
編
集
委
員
会
編
『
通
信
全
覧　

第
三
巻
』
雄
松
堂
書

店
、
一
九
八
三
年
、
二
六
八
～
二
八
六
頁
。

⑸ 　

倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
（
一
）』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
三
年
、
六
六
二
頁
。

⑹ 　

茂
住
實
男
「
横
浜
英
学
所
（
上
）」（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
大

倉
山
論
集
』
第
二
十
九
輯
）
一
九
九
一
年
、
二
五
四
頁
。
茂
住
は

｢

米
医
両
人｣

は
ヘ
ボ
ン
と
Ｓ･
Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
と
し
な
が
ら
も
、

前
者
は
医
師
で
あ
る
が
、
後
者
の
Ｓ･
Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
は
医
師
で
は

な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
、
彼
は｢

恐
ら
く
日
米

双
方
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
、
宣
教
師
と
い
う
こ
と
を
あ
か

ら
さ
ま
に
す
る
こ
と
を
憚
っ
た
た
め
か
と
も
推
測
さ
れ
る｣

と
記

述
し
て
い
る
。

⑺ 　

太
田
久
好
編
『
横
浜
沿
革
誌
（
全
）』（
復
刻
版
）
白
話
社
、
一

九
七
四
年
、
七
六
頁
。（
太
田
久
好
編
『
横
浜
沿
革
誌
』
東
洋
社
、

一
八
九
二
年
、
七
六
頁
、
初
出
）

⑻ 　

英
学
所
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
呼
称
が
あ
る
。
幕
府
は
設
立
交

渉
段
階
で
は
伝
習
所
と
称
し
、
ヘ
ボ
ン
の
日
記
で
は Y

okoham
a 

A
cadem

y 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
茂
住
實
男
は
横
浜
英
学
所

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
同
一
機
関
で
あ
る
が
、

一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
の
「
御
役
所
其
外
地
割
絵
図
」
に
、
英

学
所
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
表
題
に
は
「
横
浜
英
学

所
」、
本
文
で
は
「
英
学
所
」
と
し
た
。

⑼ 　

横
浜
開
港
資
料
館
蔵
（
神
奈
川
奉
行
所
定
式
御
普
請
懸
神
原
氏

旧
蔵
）
五
味
亀
太
郎
文
庫
複
製
本
、
一
九
九
五
年
。

⑽ 　

横
浜
開
港
資
料
館
編 

『
横
浜
・
歴
史
の
街
か
ど
』
神
奈
川
新
聞

社
、
二
〇
〇
二
年
、
七
〇
～
七
一
頁
。

⑾ 　

茂
住
は
、『
日
本
教
育
史
資
料 

第
七
』
文
部
省
、
一
八
九
二
年

を
引
用
、｢

英
学
所
は
初
め
運
上
所
前
に
設
け
ら
れ
た
が
、
慶
応

元
年
頃
弁
天
社
の
神
奈
川
奉
行
支
配
定
役
空
き
役
宅
に
移
転
し
…

…｣

と
い
う
一
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
と
は
異
な
り
、
倉
沢

剛
、
前
掲
書
、
六
六
六
頁
で
は
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
所
蔵
の「
旧

神
奈
川
市
街
図
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
弁
天
地
つ
づ
き
の

役
宅
地
区
に
「
語
学
所
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
「
語
学
所
」

が
英
学
所
に
あ
た
る
と
倉
沢
は
言
う
。
英
学
所
の
開
設
場
所
を
こ
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の
地
と
記
述
し
て
い
る
。

⑿ 　

岩
壁
義
光
編
『
横
浜
絵
地
図
』
有
隣
堂
、
一
九
八
九
年
、
二
六

～
二
七
頁
。

⒀ 　

茂
住
實
男
「
横
浜
英
学
所
（
下
）」（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
大

倉
山
論
集
』
第
三
十
二
輯
） 

一
九
九
二
年
、
一
六
四
～
一
六
五
頁

の
補
注
に
、英
学
所
の
移
転
先
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

⒁ 　

小
林
功
芳
『
英
学
と
宣
教
の
諸
相
』
有
隣
堂
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
、「
英
学
所
は
明
治
元
年
ま
で
つ
づ
い
た
」と
記
述
さ
れ
て
お
り
、

茂
住
實
男
「
横
浜
英
学
所
（
中
）」
に
は
「
慶
応
二
年
十
月
二
十

日
の
横
浜
大
火
で
類
焼
し
、
そ
の
ま
ま
廃
止
に
な
っ
た
」と
あ
る
。

前
掲
の
『
ヘ
ボ
ン
在
日
書
簡
全
集
』
の
ヘ
ボ
ン
関
連
年
表
ⅳ
で
は

「
一
八
六
六
年
十
月
」
廃
校
と
記
載
が
あ
る
。

⒂ 　

太
田
久
好
、
前
掲
書
、
七
六
頁
。

⒃ 　

林
陸
朗
『
長
崎
唐
通
事
―
大
通
事
林
道
栄
と
そ
の
周
辺
―
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
頁
。

⒄ 　

許
海
華
「
幕
末
に
お
け
る
長
崎
唐
通
事
の
体
制
」（『
東
ア
ジ
ア

文
化
交
渉
研
究
』
第
五
巻
、
所
収
）
二
〇
一
二
年
、
二
七
四
頁
。

⒅ 　

古
賀
十
二
郎
『
徳
川
時
代
に
お
け
る
長
崎
の
英
語
研
究
』
九
州

書
房
、
一
九
四
七
年
、
七
五
頁
。
釘
本
小
八
郎
談
と
し
て
次
の
よ

う
に
紹
介
し
て
い
る
。
マ
ク
ゴ
ー
ア
ン
が
八
十
歳
の
時
、
釘
本
家

に
半
年
間
滞
在
し
た
。
そ
の
際
唐
通
事
に
英
語
を
指
導
し
た
こ
と

を
回
想
し
述
べ
た
。「
彼
ら
は
五
六
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
良

く
英
語
を
覚
え
た
」
と
。

⒆ 　

茂
住
實
男
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』
学
文
社
、
一
九
八
九
年
、

二
九
四
頁
。

⒇ 　

許
海
華
、前
掲
稿
、二
七
五
頁
。
長
崎
時
代
小
通
事
末
席
で
あ
っ

た
太
田
が
神
奈
川
奉
行
支
配
定
役
格
に
大
抜
擢
さ
れ
た
の
は
、
唐

通
事
の
中
で
最
初
に
英
語
学
習
に
取
り
組
ん
だ
五
名
の
う
ち
の
一

人
で
あ
っ
た
こ
と
、
幕
末
の
開
港
地
に
お
い
て
、
外
交
・
貿
易
の

分
野
に
お
い
て
実
務
経
験
の
あ
る
得
難
い
人
材
で
あ
っ
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
る
。

� 　

国
際
ニ
ュ
ー
ス
事
典
出
版
委
員
会
編
『
外
国
新
聞
に
見
る
日
本　

第
一
巻
』
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
一
九
八
九
年
、
原
文

編 

二
五
六
、
二
五
七
頁
。
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一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
五
月
九
日
版 T

he T
im

es 

に
は
、

日
本
人
の
病
院
訪
問
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

T
he T

im
es (9’M

ay 1862), “Y
esterday m

orning five of 

the m
edical gentlem

en attached to the Japanese m
ission 

paid a visit to K
ing’s College H

ospital.”

　

同
年
五
月
十
二
日
版 T

he T
im

es 

に
は
、
太
田
の
名
前
も
登

場
す
る
。

T
he T

im
es (12’M

ay 1862) “O
n Saturday D

r. M
itukury 

and D
r. M

atski-K
o-an, accom

panied by O
tah, an offi

cer 

of the m
ission, paid another visit to K

ing’s C
ollege 

H
ospital.” 

と
あ
る
。

� 　

高
橋
是
清
、
上
塚
司
編『
高
橋
是
清
自
伝（
上
）』中
央
公
論
社
、

一
九
九
二
年
、
二
七
～
二
八
頁
。
高
橋
が
ヘ
ボ
ン
夫
人
の
ク
ラ
ラ

や
バ
ラ
夫
人
（M

argaret T
ate Ballagh

）
か
ら
英
語
を
習
っ

て
い
た
の
で
、
太
田
は
英
学
所
で
の
職
務
を
は
な
れ
て
も
、
高
橋

を
通
じ
て
、
な
お
当
時
の
英
学
所
教
師
を
務
め
る
宣
教
師
た
ち
と

な
ん
ら
か
の
形
で
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

� 　

茂
住
實
男
、
前
掲
稿
「
横
浜
英
学
所
（
下
）」
一
三
八
頁
。

� 　

茂
住
實
男
、
同
右
稿
、
一
三
五
頁
。

� 　

茂
住
實
男
、
同
右
稿
、
一
三
五
～
一
三
六
頁
。

� 　

茂
住
實
男
、
同
右
稿
、
一
三
六
頁
。

� 　

豊
田
實
『
日
本
英
學
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、

五
七
頁
。

� 　
「
ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書
簡
（
一
八
六
四
年
七

月
二
十
五
日
付
）」（
高
谷
道
男
編
訳
、『
ヘ
ボ
ン
書
簡
集
』
岩
波

書
店
、
所
収
） 

一
九
八
八
年
、
一
四
八
～
一
四
九
頁
。
高
谷
は
訳

注
で
英
学
所
は
ヘ
ボ
ン
の
指
示
で
文
久
二
年
十
月
幕
府
が
は
じ
め

た
学
校
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
わ
た
し
ど
も
」
と

は
ヘ
ボ
ン
と
Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。ス
ミ
ス
、

宮
永
孝
訳
『
日
本
に
お
け
る
十
週
間
』
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
三

年
、
四
七
〇
～
四
七
二
頁
（George Sm

ith (ed), T
en W

eeks 

in Japan, Ganesha Publishing, 2002, pp.422-423.

）
に
は
、

Ｓ･
Ｒ･
ブ
ラ
ウ
ン
宅
に
滞
在
中
神
奈
川
の
副
奉
行
が
来
訪
し
た
時

の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
副
奉
行
は
ア
メ
リ
カ
領
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事
を
通
じ
て
ブ
ラ
ウ
ン
氏
に
伝
言
を
送
り
、
日
本
の
若
者
た
ち
に

英
語
を
教
え
て
も
ら
え
ま
い
か
、
と
打
診
し
た
。
若
者
た
ち
を
政

府
の
御
用
を
つ
と
め
る
通
訳
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。（
中

略
）
わ
た
し
が
ま
だ
神
奈
川
に
い
た
と
き
、
副
奉
行
と
ブ
ラ
ウ
ン

氏
の
交
渉
は
継
続
中
で
あ
っ
た
が
、い
ま
ご
ろ
は
話
合
い
が
つ
き
、

平
均
し
て
十
五
歳
く
ら
い
の
若
者
が
、
十
名
な
い
し
十
五
名
、
と

く
に
仕
事
の
す
べ
て
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
に
な
る
と
、
ブ
ラ
ウ

ン
氏
の
完
全
な
監
理
下
に
お
か
れ
、
英
語
学
習
の
し
ご
と
に
精
励

し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
も
幕

府
か
ら
の
依
頼
で
英
学
所
の
教
壇
に
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

� 　

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
「
ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書

簡
（
一
八
六
四
年
七
月
二
十
五
日
付
）」（
高
谷
道
男
編
訳
、
前
掲

訳
書
、
所
収
）
一
四
八
頁
を
整
理
し
ま
と
め
た
。

� 　
「
ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書
簡
（
一
八
六
五
年
三

月
十
六
日
付
）」（
高
谷
道
男
編
訳
、
同
右
訳
書
、
所
収
）
一
五
四

頁
。

� 　
「
ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書
簡
（
一
八
六
五
年
三

月
十
六
日
付
）」（
高
谷
道
男
編
訳
、
同
上
訳
書
、
所
収
）
一
五
五

頁
。
英
学
所
の
学
生
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
彼

ら
は
教
科
書
か
ら
沢
山
の
聖
書
の
真
理
を
拾
い
あ
げ
て
い
ま
す
」

と
。
当
時
英
学
所
で
は
、
英
語
の
教
材
と
し
て
『
会
話
日
本
語
』

（S. R. Brow
n, C

olloquial Japanese, or C
onversational 

Sentences and D
ialogues in E

nglish and Japanese, 

Shanghai, Presbyterian M
ission Press, 1863

）
を
使
用
し

て
い
た
。
こ
の
中
に
は
聖
書
の
引
用
箇
所
が
あ
る
。N

o.724. 

Love your enem
ies, bless them

 that curse you; do good 

to them
 that hate you, and pray for them

 that 

despitefully use you and persecute you. 

が
そ
の
一
例
で

あ
る
。

� 　
「
ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書
簡
（
一
八
六
五
年
三

月
十
六
日
付
）」（
高
谷
編
訳
、
前
掲
訳
書
、
所
収
）
一
五
五
頁
。

� 　

｢
ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書
簡
（
一
八
六
五
年
六

月
十
三
日
付
）｣

（
岡
部
編
、
高
谷
・
有
地
訳
、
前
掲
編
訳
書
、
所

収
）
一
八
五
頁
。
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� 　
｢

ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書
簡
（
一
八
六
五
年
十

月
十
三
日
付
）｣

（
前
掲
編
訳
、
前
掲
訳
書
、
所
収
）
一
八
八
頁
。

� 　

本
稿
で
は
、Stefan K

aiser (ed.) T
he W

estern R
ediscover 

of the Japanese Language volum
e T

w
o, 1995. 

の
中
に
収

め
ら
れ
た Colloquial Japanese 

を
参
照
し
た
。

� 　

Ibid. p.179.

� 　
『
会
話
日
本
語
』
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説
は
、
加
藤
知
己
・
倉

島
節
尚
編
著
『
幕
末
の
日
本
語
研
究
Ｓ･
Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
会
話
日
本

語
―
複
製
と
翻
訳
・
研
究
―
』
三
省
堂
、
一
九
九
八
年
、
を
参
照

の
こ
と
。

� 　

中
川
か
ず
子
「
明
治
期
に
お
け
る
日
本
語
教
本
の
研
究
（
一
）：

Ｓ･

Ｒ･

ブ
ラ
ウ
ン
著 “Colloquial Japanese” 

と
日
本
語
教
育

に
お
け
る
意
義
」（『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
第
十
五
号
、
所

収
）
二
〇
〇
〇
年
、
一
七
一
頁
。

� 　

酒
井
シ
ヅ
「
三
宅
秀
」（
福
田
雅
代
編
発
行
、『
桔
梗
―
三
宅
秀

と
そ
の
周
辺
―
』、
所
収
）
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
信
山
社
、
一

九
八
五
年
、
二
六
頁
。
艮
斎
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
佐
藤
泰
然
の
三

男
（
松
本
良
順
の
弟
）
綱
彦
は
、
後
に
病
弱
の
た
め
離
縁
と
な
る
。

� 　

酒
井
シ
ヅ
「
艮
斎
と
秀
」。（
福
田
雅
代
編
発
行
、
同
右
書
、
所

収
）
二
四
～
二
五
頁
。

� 　

原
豊
『
ヘ
ボ
ン
塾
に
つ
ら
な
る
人
々
』
暮
し
の
手
帖
社
、
二
〇

〇
三
年
、
七
一
頁

� 　

酒
井
シ
ヅ
「
三
宅
秀
」（
福
田
雅
代
編
発
行
、『
桔
梗
―
三
宅
秀

と
そ
の
周
辺
―
』、
所
収
）
二
九
頁
。
酒
井
は
そ
の
理
由
と
し
て

佐
藤
泰
然
の
孫
百
太
郎
が
同
年
三
月
に
ヘ
ボ
ン
塾
に
入
塾
し
た
こ

と
を
あ
げ
て
、
百
太
郎
と
共
に
秀
も
ヘ
ボ
ン
に
紹
介
し
た
の
で
は

な
い
か
と
し
て
い
る
。
も
う
一
人
の
紹
介
人
を
、
田
辺
太
一
と
考

え
た
理
由
は
、
秀
の
下
宿
先
が
田
辺
の
紹
介
で
あ
り
外
国
方
の
役

人
安
田
次
郎
吉
宅
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

� 　

酒
井
シ
ヅ
「
三
宅
秀
」（
福
田
雅
代
編
発
行
、
同
右
書
、
所
収
）

二
九
頁
。

� 　

ヘ
ボ
ン
の
Ｊ･

Ｃ･

ラ
ウ
リ
ー
博
士
宛
書
簡
（
一
八
六
四
年
七
月

二
十
五
日
付
）」（
高
谷
道
男
編
訳
『
ヘ
ボ
ン
書
簡
集
』、
所
収
）

一
四
九
頁
。


